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磯
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御
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責

手
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幌
叫
颯
』
純
証
仰
許
彎
薗
時
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ィ
バ
ス
終
点
（橿
原
小
房
交

田
（五
四
）
四
五
八
九

四
二
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
橘
五
三
二

:大 元

1阪

東

1昭

‐宮

Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅

‘近
鉄
阿
倍

野
橋
駅

・地
下
鉄
御

堂
筋
線

　
天
王
寺

駅
か
ら
北

へ
七
Ｏ
Ｇ
文
―
ト

ル

地
下
鉄

谷
町
線

四
人
工
寺
前
夕
陽

ヶ
丘
駅
南

へ
三
０
０

メ
ー
ト

ル

電
話
〇

六

（
六

七
七

一
）
０

〇
六

六
　

一Ｔ
五
四
三
ｌ
Ｃ
〇
五

一
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺

区

四
天
王
寺

一
―

一
一
　

一

右
同
　
天
王
寺

西
門
前
交
差
点
か
ら
西

へ
二
筋
日
北
入

る
　

五
〇

メ
ー
ト
ル

又
は
同
交
差
点

を
北

へ
二
筋

目
西

入
る

五
〇

メ
ー
ト

ル

電
話

０
六

（六

七
七

一
）

五
七

一
四
　

一Ｔ
五
四
三
十
Ｏ
Ｏ
六

一　

大
阪
府
大

阪
市

天
王
寺

区
伶

人
町

五
―
八

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅

・
阪
急

・
阪
神

・
地
下
鉄
梅
田
駅
か
ら
東
三
〇
０
メ
ー
ト
ル
右
側
　
市
バ
ス
太
融
寺
町
下
車

電
話
〇
六

（六
三

一
一
）
五
四
八
〇
　
一Ｔ
五
三
０
１
０
●
五

一　
大
阪
府
大
阪
市
北
区
太
融
寺
町
三

‐
七

阪
急

・地

下
鉄

天
神

橋

六
丁

目
駅

下
車

束

へ
二
〇

〇

メ
ー

ト
ル

又
は
市

バ

ス
長
柄

国
分
寺

下
車
北

へ

¨
Ｏ
Ｏ

メ
ー
ト

ル
右

側

阪
神
高
速
守

回
線
長
柄

出

口
す
ぐ

電
話

〇
六

（六

二
五

一
）
〇

六

七
五
　

一Ｔ
五

三

一
１
０

●
六

三
　
大

阪
府

大

阪
市
北

区
長
柄

東

一
―

三
―

一
二

南
海
本

線

貝

塚
駅

で
水

間
鉄

道
乗
換

水
間

駅
下
車

徒
歩

五
分

　

Ｊ

Ｒ
阪
和
線
熊

取

駅
下
車

泉
佐

野
発

小
谷

行
バ

ス
に
乗
換
終

点

徒
歩
十

分

　
阪
和
自

動
車

道

貝
塚

イ

ン
タ

ー
下

車

三
〇

〇

メ
ー
ト

ル

電
話

〇

七

二

（
四
四
六
）

一
二
五
五

　

一Ｔ
五
九

七
　

〇

一
●

四
　
大

阪
府

貝

塚
市
水

間

六

三

八

Ｊ
Ｒ
き
の
く
に
線
道
成
寺
駅
下
車
北
西
へ
六
分

・
御
坊
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
約
五
分

電
話
０
七
三
八

（三
二
）
〇
五
四
三
　
一Ｔ
六
四
九
　
一
三
百
三
　
和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
川
町
鐘
巻

一
七
三
八

南
海
高
野
線

・
近
鉄
長
野
線
で
河
内
長
野
駅
か
ら
バ
ス
に
て
天
野
山
下
車

電
話
〇
七
二

一

（五
二
）
二
〇
四
六
　
一Ｔ
五
八
六
１
０
〇
八
六
　
大
阪
府
河
内
長
野
市
天
野
町
九
九
六

右
同
　
河
内
長
野
駅
か
ら
バ
ス
に
て
観
心
寺
下
車

電
話
〇
七
二

一

（六
二
）
二

一
三
四
　
一Ｔ
五
八
六
―
○
〇
五
三

大
阪
府
河
内
長
野
市
寺
元
四
七
五

大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
太
子

一
六
大
三

大
阪
府
南
河
内
部
太
子
町
太
子
二

一
四
六

近
欽
南
大
阪
線
当
麻
寺
駅
下
車
八
〇
０
メ
ー
ト
ル

電
話
０
七
四
五

（四
八
）
二
〇
〇
四
　
一Ｔ
六
二
九
１
〇
二
七
六

阪
急
宝
塚
線
曽
根
駅
下
車
北

へ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

電
話
〇
六

（六
八
五
二
）
三
〇
〇
二
　
一Ｔ
五
六

一

阪
急
宝
塚
線
雲
雀
丘
花
屋
敷
駅
か
ら
バ
ス
に
て
満
願
寺
下
車

電
話
〇
七
二

（七
五
九
）
二
四
五
二
　
一丁
六
六
五
―
〇
八
九

一

奈
良
県
葛
城
市
菅
麻

一
二
六
三

萩
ノ
寺
公
園
右
へ
入
る
　
名
神
豊
中
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
一
０
分

１
０
八
八
二
　
大
阪
府
豊
中
市
南
桜
塚

一
―

一
二
―
七

兵
庫
県
―――
西
市
満
願
寺
町
七
　

一

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
口
よ
リ
バ
ス
に
て
浦
堂
下
車
又
は
タ
ク
シ
ー
に
て
十
分

電
話
０
七
二

（六
八
七
）
〇
七
二
七
　
一Ｔ
五
六
九
―

一
〇
二
八
　
大
阪
府
高
槻
市
浦
堂
本
町
四

一
‐
一

右
同
　
バ
ス
に
て
神
峯
山
口
下
草
　
又
は
タ
ク
シ
ー
十
五
分

電
話
〇
七
二

（六
八
八
）
〇
七
八
八
　
一Ｔ
五
六
九

―
一
０
五

一　

大
阪
府
高
槻
市
原
三
三
〇

一
―

一

市

バ
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原
町

三
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へ
五
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都

酬
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Ｘ
Ｏ
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岡
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駅
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車

フ
エ
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バ

ス
北
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バ

ス
停

下

車

徒

歩

十

分

〓

〓

二
　

兵

庫

県

加

西

市

北

条

町

北

条

一
三

一
九

中
国
自

動

車

道

ハ
イ
ウ

ェ
イ

バ

ス
福

崎

イ

ン
タ

ー

下

車

七

キ

ロ

一
二

Ｉ
八
　

兵

庫

県
神

崎

郡
福

崎

町

田

ロ

二
三
六

島

二

鎌

鶴

双

聟

殴

森

¨
　

寺
一

印

諷

嚇

罐

嫌

一 播

剤

』

珊

「

ゴ

碑

紳

八 へ
約

「

↓

”

碍
‐ ‐

い

つ

二
九

　

兵

庫

県

赤

穂

市

加

里

屋

一
九

九

二

伝
統
日
本
三
大
佛

丘
（　
庫
　
大
　
佛

源

平

の

史

跡

文

化

財

の
宝

庫

Ｊ
Ｒ
・阪
神
・阪
急
三
官
駅
か
ら
神
戸
市
バ
ス
ー８
（摩
耶
ケ
ー
プ
ル
下
下
車
）テ
ー
プ
ル
・
ロ
ー
ブ^
ウ
エ
ー
に
乗
継
ぎ
、山
上
「星
の
駅
」よ
り
徒
歩
十
分

電
話
０
七
八

（八
六

一
）
二
六
八
四
　
一Ｔ
六
五
七
１
〇

一
〇
五
　
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
摩
耶
山
町
二
十

一
二

Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅
下
車
東
南

へ
四
Ｃ
Ｏ
メ
ー
ト
ル
・市
営
地
下
鉄
海
岸
線
中
央
市
場
下
車
０
出
口
よ
り
西
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
が
便
利

（
ワ
ン
メ
ー
タ
ー
）

電
話
〇
七
八

（六
五
二
）

一
七

一
五
　
一Ｔ
六
五
二

十
〇
八
三
七
　
兵
障
県
神
戸
市
兵
庫
区
北
逆
瀬
川
町

一
‐
二
九

Ｊ
Ｒ
須
磨
駅
下
車
、
千
守
川
筋
を
北
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新
西
国
霊
場
は
、
昭
和
七
年
に
当
時
の
京
阪
神

の
新
聞
社
が

一
般
読
者
か
ら
の
人
気
投
票
で
お
寺

を
選
定
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
う
珍
し

い

「霊
場

め
ぐ
り
」
で
す
。
当
霊
場
は
発
足
の
当
初
か
ら
庶

民
的
な
人
気
の
あ
る
お
寺
の
集
ま
り
だ

っ
た
の
で

す
。
都
会
の
寺
、
静
か
な
田
合
の
寺
、
山
玄
な
出

奥
の
キ
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
そ
れ
ぞ
れ
深

い
由
緒
と
伝
統
を
積
め
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
寺
々
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら
巡
礼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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